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Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 農業 科　目 生物活用

学習
方法

地域と連携し、生物を活用した農福連携交流会を主体的に企画し実施することで、地域の課題をより実践的に解決する能力を身につけます。

教科書 実教出版「生物活用」 副教材

２学年・D科（選択）

植物栽培や動物飼育に必要な知識と技術を身に付け、生物を活用した福祉的活動や療法についての理解を深めるとともに、地域の課題を解決
する能力と態度を育てます。

学習
目標

2 学年・学科

評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

令和７年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

植物や動物の特性を活かした農業と福祉の連携について理解する
ことができる。
地域と連携し、生物を活用した取り組みを実践できる技術が身につ
いている。

植物や動物の活用が人にもたらす効用について考えることができ
る。

生物を活用し、地域課題を解決するために主体的に取り組む態度
が身についている。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

40%

20%

授業ノート
授業プリント
小テスト
実習状況
実習レポート
授業態度
定期考査

生物活用による効用

園芸療法

植物が人にもたらす効用を学びま
す。

生物を活用したユニバーサルデザ
インを学びます。

植物を療法的に活用する方法を学
びます。

科学的データや統計表を読み解き、植物がも
たらす人への効用を理解することができる。

:植物を活用したユニバーサルデザイン畑の利
用方法を考えることができる。

高齢者や障がい者の対応について理解し、農
福連携交流会を主体的に企画することができ
る。

授業ノート
授業プリント
小テスト
実習状況
実習レポート
授業態度
定期考査

生物活用の意義と役割 生物を福祉的、療法的に活用する
ことの意義と役割を学びます。

植物･園芸と人間生活

野菜・草花の栽培と活用

植物を活用するための栽培方法を
学びます。

植物や動物がもたらす、人への身体的･精神
的･社会的な効用を理解することができる。

植物がもたらす効用を考え、バリアフリーとユ
ニバーサルデザインの必要性を考えることが
できる。

植物や動物と人間との関係について興味関心
を持っている。

動物介在療法

イヌやウマの飼育や管理方法、活
用方法を学びます。

動物を活用し、援助を必要とする人
の生活の質を向上させる方法を学
びます。

動物の特性と飼育方法を理解することができ
る。

動物の療法的活用方法を考えることができ
る。

動物介在療法に興味関心がある。

授業ノート
授業プリント
小テスト
実習状況
実習レポート
授業態度
定期考査

園芸療法の知識や技術を生かし、
農福連携交流活動を企画します。

生物活用の実際 園芸療法の知識や技術を生かし、
農福連携交流活動を実施します。

高齢者や障がい者の対応について理解し、生
物を活用した農福連携交流会を実践すること
ができる。

生物を活用した農福連携交流活会について、
成果や課題を考えることができる。

福祉的課題に関心を持っている。

授業ノート
授業プリント
小テスト
実習状況
実習レポート
授業態度
定期考査

イヌやウマの飼育と活用


